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感熱式プリンタ用紙 AX-PP147-S の保管についての注意事項 
 

サーマルプリンタ AD-8129TH 及び台はかり HW-CP シリーズなど用の感熱式プリンタ用紙 AX-PP147-S の 

注意事項をご案内いたします。 

従来、感熱紙は長期間の保存にはあまり適していないという不安がありましたが、用紙製造メーカーの改善に

より、下記の点に注意することで長期保存に期待ができることとなりました。 

 

感熱紙の保管についての注意事項 

① 使用前（未使用品の保管環境） 

・印字前の感熱紙は包装状態（実質的に光、ガスを通さない状態）のまま保管してください 

・保管する環境：25℃、65%RH 以下 

・なるべく早くご使用ください（ご購入より２年程度） 

② 使用後（印字後の保管環境・方法） 

・印字後は 25℃以下の冷暗所に保管してください（暗所にはファイリング状態含む） 

・固いもので強くこすらないでください 

・以下のものと接触させないでください 

1. 裏カーボン及びノーカーボン紙 

2. 湿式ジアゾ複写紙 

3. ポリ塩化ビニル製品、ゴムマット、消しゴム等の可塑剤を含むもの 

4. 接着テープ類 

5. 誤字修正液 

6. アルコール類、ケトン、エステル及びエーテル基を有する有機化合物 

7. ハンドクリーム、整髪料及び口紅等の化粧品 

8. その他、減感性のある化学薬品等 

   ・水に漬けないでください 

   ・糊付けをする場合は、でんぷん系、ポパール系又は CMC系等の水性糊を使用してください 

   ・濡れた手や汗ばんだ手で触れないでください 

 

感熱紙のメーカーより、上記の条件を満たすことにより、10 年間の印字画像の判読に支障がないとの回答を 

うけております。 

但し、保管環境によっては判読が可能な期間が短くなる場合があるため、10 年間の印字の判読を         

保証するものではありません。この為、保管期間が長期になる場合、判読不能になるリスクの備えとして、   

コピーを取って保管する ことをお勧めします。 

                                              以上 


